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〈商品〉原油続伸、接種増に期待

原油は4日続伸した。新型コロナウイルスのワクチン普及の進展期待など

を背景に、リスク資産に位置づけられる原油には買いが入った。米エネ

ルギー情報局（EIA）が25日に発表した週間の石油在庫統計で原油在庫が

減少したことも、買い材料として意識された。



引用記事 日経新聞 化学工業日報 燃料油脂新聞 ロイター

２０２1年　8　月　26　日　　担当　小松



引用記事 日経新聞 毎日新聞

２０２1年　8　月　27　日　　担当　小松

橋2万3千カ所、修繕必要　老朽化、トンネル千カ所

国土交通省は26日までに、2019～20年度に道路施設を点検した結果、橋2万3815カ所、トンネル1135カ所は老朽化で鉄筋

が露出するなど、緊急か早期に修繕が必要と判定されたと発表した。

自治体管理が多いが、財政難や技術系職員の不足で対応が進んでいないケースもあり、国交省は「適切な維持管理で安全

が確保されるよう支援したい」としている。

中央自動車道笹子トンネルの天井板崩落事故を受け、14年度から管理者は5年に1度の定期点検が義務付けられた。

19年度からの2巡目点検結果によると、国や高速道路会社、自治体管理を合わせ、最も危険度の高い「緊急措置段階」は橋

207カ所、トンネル5カ所。今後、機能に支障が出る恐れがある「早期措置段階」は橋2万3608カ所、トンネル1130カ所

だった。

緊急措置段階とされた橋のうち190カ所、トンネルは5カ所全てが自治体管理だった。

2巡目は23年度までで、20年度までの点検進捗率は橋が38%、トンネルは34%。

一方、14～18年度の1巡目点検で緊急、早期の措置が必要とされた約6万9千カ所のうち、橋の43%、トンネルの20%は20年

度末時点で対策に未着手だった。〔共同〕
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国交省
２２年度予算概算要求／公共事業費６・２兆円、成長推進枠活用し最大限計上
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マルエイ、廃プラ燃料の蒸気販売に参入　食品工場向け

エネルギー事業のマルエイ（岐阜市）は廃プラスチックや古紙が主原料の固形燃料（RPF）由来

の蒸気を販売する事業に参入する。加熱や殺菌に蒸気を使う食品工場などにマルエイが維持管理

する小型ボイラーを設置して販売する。変動する原油価格の影響を受ける重油から、価格の安定

したRPFに燃料を切り替えることで、食品工場にとっては燃料費と二酸化炭素（CO2）排出量の

双方を削減できる。

第1弾はハチミツ製品加工の秋田屋本店（岐阜市）の関連会社、秋田屋フーズの洞戸工場（岐阜県

関市）で9月から本格的に稼働する。ゼリー飲料を製造する同工場ではこれまで重油を燃料とする

ボイラーで蒸気を発生させ、生産過程に使用していた。廃プラ等が原料のRPFに切り替えること

で燃料費は約2割、CO2排出量は年約1500トン削減できるという。建設費は約4億円。マルエイは

蒸気の販売で年5千万円の収入を見込む。


